
三芳三芳のの未来未来へへ
1970 年（昭和 45 年）11 月 3 日に町制を施行し、今年で 55 周年を迎え
た三芳町。未来に向かって、新たな道を歩み始めます。
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中嶋享（写真右・三芳町出身）・本間
キッド（写真中央）・ロングサイズ伊
藤（写真左）の 3 人によるお笑いトリ
オ。2007 年 4 月結成。TBS「キングオ
ブコント 2025」準優勝など受賞歴多数。

や団

豊島区出身・三芳町育ち。
㈶ヤマハの講師研修スタッ
フとして音楽普及に励む。
Nova Sentimental と
し て 演 奏 活 動 や 作 曲 に
も 傾 倒 し TV プ ロ モ ー
ションなどに起 用される。

小松 悦子
三芳町出身のフレットレス
ベース奏者。全てのキャリ
アにフレットレスベースで
応えてきた世界的にも数少
ない専業奏者。世界的な
ジャコ・パストリアス研究
家としても認知されている。

織原 良次

三芳町出身のピアニスト。
武蔵野音楽大学卒業。これ
までパリ・ドイツにて演奏
を行う。ハチャトゥリアン
国際コンクール出場。日本
フィルハーモニー交響楽
団の定期演奏会でも客演。

大野 凜

マレーシア・ペタリングジャ
ヤ市（三芳町の姉妹都市）
生まれのバティック（マレー
シアの伝統的な染物）アー
ティスト。生まれつき耳が
聞こえないろう者。役場の
エントランスに壁画を制作。

リム・アヌア

三 芳 町 出 身 の プ ロ ゴ ル
フ ァ ー。14 歳 か ら ゴ ル
フ を 始 め、2017 年 に プ
ロ へ 転 向。 今 年 9 月 の

「パナソニックオープン
ゴルフチャンピオンシッ
プ」優勝など受賞歴多数。

勝俣 陵

各分野で活躍する三芳町にゆかりの
ある人をふるさと大使に任命します。
大使は、町の PR や高い見識によるま
ちづくりへの助言を行い、町も応援
団として大使の活動の応援
支援を行います。詳細は右
コード参照。

新たに6組を任命！（敬称略）
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　昭和 45 年 11 月 3 日に町制を施行してからの 55 年を
振り返ると、高度経済成長期の中で首都近郊のベッドタウン
として大きく発展しながらも、豊かな自然と農業が共存する、
魅力あふれる町として進化してきたと感じています。
　特に 50 周年からこの 5 年間の取り組みでは、世界農業
遺産に認定された武蔵野の落ち葉堆肥農法をはじめとした
SDGs のまちづくりを進めています。国際交流では、令和 7
年度韓国河

ハ ド ン
東郡と友好都市協定、またオーストラリア教育省

と教育分野における協定を結び、グローバル人材の育成のた
め、これまで以上に草の根的な交流を推進していきます。ま
た東京 2025 デフリンピックでは三芳町はマレーシアのホス
トタウンになっています。さらにマレーシア在住でろう者の
バティックアーティスト、リム・アヌア氏による庁舎ペイン
トアートも完成し、これら一連の事業を通じて、共生社会の
実現と理解が深まることを願っています。
　今後も、「誰一人取り残さない　共に生きる幸せなまち

　三芳」の実現を目指し、町民の皆様のウェル
ビーイングが実感できるまちづくりに、町民

の皆様、また関係機関の皆様と共に歩んで
いく所存です。引き続き、皆様のご理解、
ご協力を賜りますよう、お願い申し上げ
ます。
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三芳町長三芳町長
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